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D-SUB 9Pメス

2.5Φ 3Pプラグ

R:1KΩ

D-SUB 9Pオス 6P MINI DINオス

7V～18V

－＋

①DATA IN
②GND
③PTT
⑥SQL

電源は、TT3P側のD-SUBの
基板に直接結線しました。

PACKET ヘ接続

DATA ヘ接続
（無線機本体からのGPSデータ出力）

IC-2820G/DG に APRS用ＴＮＣ［TT3P(TinyTrak3Plus)］の接続方法

TT3Pは、これで動作しました

IC-2820G/DGとTT3Pとの配線

注意：基板に乗っている抵抗Ｒ８を切断する
（リード線の長い側を切る）

R8は、このあたりにあります。

（GPSデータ入力）

②RXD
④+5V
⑤GND

← こんな感じ

↑

こんな感じ

↓

D-SUBのオス－メスケーブルを購入して
適当な長さに切断して作成しました。
（千石電商で、1m物で280円位）

← ここにＲを
入れました。

①DATA OUT
②SQL
③PTT
⑥GND
⑦+7V～+18V

（パケット出力）

製作及び動作等は、個人の責任に
おいてお願いします。
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IC-2820G/DG に APRS用ＴＮＣ［TT3P(TinyTrak3Plus)］の接続方法

IC-2820G/DG本体の設定

■デジタル設定
ＧＰＳデータ 「ＯＮ」

■共通設定
パケット変調方式 「１２００」
パケット運用パンド「Ｌｅｆｔ」※
ＧＰＳスピード 「４８００」
ＧＰＳ測地系 「０．ＷＧＳ８４」

※パケット運用バンドは、実際の運用に
合わせてください。
この設定は、デュアル運用表示の左側
でAPRSを運用する場合の設定です。

「Ｇ･Ｄ」と「ＧＰＳ」が点灯

1200bpsのため、周波数は 144.66MHz
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TinyTrak3Pulsの設定 （①と②は必ず設定してください）

⇒ ＰＣへ接続

クロスケーブル
メス メス

設定ソフトは、ここから「TinyTrak3Puls.zip」をダウンロード http://www.byonics.com/tinytrak/

②チェックを忘れずに！① SSIDは、必ず「-12」にする

テスト走行の結果

180～240位でも良いかなと？

IC-2820G/DG に APRS用ＴＮＣ［TT3P(TinyTrak3Plus)］の接続方法


